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OSL年代測定法による早水台遺跡堆積層の年代
長 友 恒 人（奈良教育大学）
下 岡 順 直（日本学術振興会特別研究員）
1.はじめに
1960年代に実用化が始まった熱ルミネッセンス（TL）年代
測定法は，加熱された鉱物を測定試料として，その鉱物が過
去に被熱したときから吸収した放射線量（蓄積線量あるいは
パレオドース）とその鉱物が吸収してきた放射線量率（通常
は1年間の放射線量，年間線量）を測定することによって，年
代を求める方法である。過去に加熱されたことが必要条件で
あるから，地層に適用する場合には，堆積した火山灰や火砕
流堆積物などは対象となるが，風成堆積物や水成堆積物の年
代推定には適さない。
これに対して，1980年代以降に研究開発された光ルミネッ
センス（OSL）年代測定法（Huntly et al.1985）は太陽光に
曝された鉱物を試料として，過去の露光停止から現在（測定）
までの蓄積線量を測定することができる。この方法は，物理
的にはTL法で利用される現象より複雑であり，未完成な部
分もあるが，?C法やTL法などの年代測定法と併用すること
によって，他に適用する理化学的年代測定法がない地層の年
代推定に有効性を発揮する。
早水台遺跡の地層については早田の分析結果に譲るが，火
山が多い九州にあって，早水台遺跡では明確な一次堆積層を
形成するテフラ層が確認されない。従って，早水台遺跡の年
代測定法としては夾雑物である有機物を測定試料として?C
法を適用するか，地層を直接の測定対象とするOSL法が有効
な方法である。本報告では，OSL法を早水台遺跡の地層に適
用した結果について述べる。
2.OSL年代測定
今回の測定はすべて多鉱物微粒子を測定試料とするIRSL
法（赤外光ルミネッセンス法）（Hu?t et al.1988）を採用し
た。多鉱物微粒子は石英と長石を主成分とする1～8ミクロン
の鉱物を含む。
2-1.測定試料
第6・7次調査地において5層を，第8次調査地において
AH-18グリットの4層と6層，AP-16グリットの6層及び
AR-7グリットの6層を採取した。試料採取では，地層を確認
して竹串で採取範囲を決定し，暗幕で遮光した状態で上下層
など他の層の土が混入しないように慎重に行った。試料調整
は過酸化水素水溶液による有機物の除去と塩酸溶液による炭
酸塩鉱物の除去を行い，試料の粒度を1～8ミクロンに揃え
た。なお，これらの作業は暗赤色灯下で行った。
2-2.測定
測定条件は，励起光波長880±20 nm，検出波長310-680
 
nmで，プレヒート条件は160°Cで60秒，測定温度は60°C
である。
蓄積線量
付加線量法でIRSL測定を行ったが，直線回帰によって等
価線量を評価したので，非直線的な線量依存に対する補正（ス
プラリニアリティー補正）の測定も行った。蓄積線量は，等
価線量とスプラリニアリティー補正値の和である。
等価線量評価:ナチュラル試料及びナチュラル試料に 60Coγ
線を付加線量として照射した試料を用いて測定した。例とし
て，AR-7グリット6層の測定結果を図1に示す。図1は各付
加線量について5試料ずつ測定したシャインダウンカーブ
を示している。測定結果から図2のように直線回帰によって
等価線量を決定した。
スプラリニアリティー補正値評価:ナチュラル試料を電気炉
でアニールし，60Coγ線を照射した試料を等価線量測定の場
合と同様に測定して，スプラリニアリティー補正値を求めた。
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図1 早水台遺跡AR-7グリッド6層のIRSLシャイン
ダウンカーブ
年間線量
微粒子法における年間線量はα線，β線，γ線及び宇宙線
の各年間線量の総和である。γ線と宇宙線の年間線量は，第
6・7次調査の5層，AH-18グリット4層及びAR-7グリット
6層に高感度の熱ルミネッセンス線量計素子（CaSO4:Tm）
を埋め込んで測定した（直接測定法）。α線とβ線の年間線量
は，試料から放出されるγ線を高純度Ge検出器で測定し，
岩石標準試料との比較からU,Th,40Kの含有量を決定して，
その結果を年間線量に換算する方法（間接測定法）を採用し
た。年間線量への換算係数はAdamiec,et al.(1998）を用い
た。その際，α線のルミネッセンス効率を10%と仮定した。
3.結 果
ルミネッセンス年代測定結果を表に示す。第6・7次調査に
おける5層の年代値は，27±8 kaであった。第8次調査の6
層について，AH-18，AP-16及びAR-7グリッドの年代値は，
30±5 ka，32±3 ka，35±4 kaであった。第8次調査の6層
について，これらの年代値を単純に平均すれば32.3±2.4 ka
となる。AH-18グリッド4層のルミネッセンス年代が30±3
 
kaであるから，4層から6層までの年代はおおよそ3万年よ
り古いと考えられる。
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図2 早水台遺跡AR-7グリッド6層のIRSL生長曲線
表 早水台遺跡堆積物のルミネッセンス年代測定結果
試料 蓄積線量（Gy） 年間線量（mGy/y） ルミネッセンス年代（ka）
第6・7次調査5層 43±12  1.60±0.08  27±8
 
AH-18グリッド4層 87±7  2.88±0.10  30±3
 
AH-18グリッド6層 77±12  2.60±0.10  30±5
 
AP-16グリッド6層 88±8  2.74±0.10  32±3
 
AR-16グリッド6層 83±9  2.35±0.08  35±4
